
研究図書館的機能について」「大学図書館の機械

化について」および「大学図書館と地域社会につ

いて」の三つの柱にしぼって，学長と事務局長
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現在,大学図書館は重大な諸問題を抱えて；
います。この「図書館を考えるシリーズ」は，Ｉ
全学の教官，学生の承なさんに問題の所在を：

明らかにし，その認識を深めていただくこと｜
によって,積極的な御協力をえ,問題解決のｉ
方途を見出し，これを実現するために企画さ

れたものです。今回の座談会は当初，本シ

ﾘーズ⑳冒頭を飾るも⑳として企画されてい’
たのですが,学長の御都合で,本号に掲載さＩ
れることになりました。本学図書館が現在，ｉ
その解決をせまられている課題を「大学図書館の
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○新着参考図書リスト●・……………….………１１

○昭和56年度入学生に対する図書館利用

指導の報告……………．……．……………….１２

○お知らせ…．……．……………………….…1２

事務局長 高

と こ ろ ： 学 長 室

(前)に忌'陣のないご意見を聞くことにしました。

○学生生活と図書館

館長学長は旧制松山高校を卒業され，ついで母

校で教鞭をとられたので，新制大学への移り変わ

ひと：学長野本尚敬

附属図書館長星島一夫
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りもよく御存知なのですが，むかしの学生と今の

学生とで，図書館の利用の仕方について，何か変

わっているとお感じになる点がありますか。

学長むかしの学生は，よく本

も読んだし，図書館もよく利用

していました。私もさかんに図

書館に出入りしましたが，今の

学生は，あまり本を読まないよ

うに思えます。どうしてだろう

，受験勉強で面白くない本を読ｶﾕと考えて承ると，受験勉強で面白くない本を読

まされ，；かえって'本に厭きているのじやないで

しょうか。われわれが本を読んだ時には，いろん

な本を読むことで，ものの見方が変わったという

経験が大きいと思うのです。自分とはものの見方

のちがう本を読んで，ものの見方を変えてものを

考えることが出来るということを教えられて，教

科書や先生の講義では分からなくても，ほかの本

を読むことでよく分かるようになるということが

あったのですね。それと，われわれは，人間とい

うのはどういうように生きて行けば良いのか，常

に悩んでいて，生き方について純文学などを読ん

で多感な青春時代を過したという時代だったと思

うのです。

館長学長の御専門は物理学ですが，むかしは自

然科学系の学生も文学や哲学の本をよく読んだも

のですよね。私なんかも図書館に通いながら，い

ろいろな本との出逢いがあって，自分自身の人間

形成をなしえたと思うのです。現在では，そうい

う点がどうなっているのでしょうかねえ。単に大

学で教わっていることの予習や復習のためだけに

図書館を使っていることで終っているように感じ

られるのですが。ただ授業に関連することの勉強

だけに利用するのではなく，図書館には図書・雑

誌ともに豊富な資料がありますから，研究すると

いうぐらいの姿勢で十分に活用して有意義な学生

生活を送ってほしいと思います。

○大学図書館の研究図書館的機能について

館長さて，それでは附属図書館の研究図書館的

機能についてお話しいただければと思います。学

術審議会から昨年の１月に「今後における学術情

報システムの在り方について」の答申が文部大臣

に提出されました。このシステムのねらいは，我

が国の学術の振興をはかっていくためには，その

基盤条件として最適な学術情報流通体制を整備し

なければならないということのようです。具体的

には，学術情報センターを中心とした情報の全国

的なネットワークを作って，その中にそれぞれの

大学図書館等が組承込まれるということで，これ

に遅れを取らないように大学の体制を作っていか

なければいけないということが当面の大きな課題

となって来ています。この場合，全国レベルの前

の段階として，学内での資料の管理というこが問

題になると思うのです。よく言われることです

が，資料の分散と集中という問題です。特に自然

科学系の雑誌は，たくさん重複して購入している

という問題があります。研究者の立場としては，

研究室に図書を確保して，雑誌も自分のところに

置いておくなど資料を身近に置いておきたいとい

う気持もよくわかります。他方，重複はムダのよ

うに思えるので何とかもっと合理化して，もっと

雑誌の種類を増やしたり，本をもっと購入するな

どが出来るなら，そういう方向を考えてもいいの

じゃないだろうかという気がします。研究者とし

ての立場ではなく，事務局長という立場から見て

どう考えられますか。

事務局長全学的な資料の管理

という立場から見れば，効率性

を良くするためにはどうしたら

良いかということについての答

は簡単に出るのですけれど，そ

の簡単に出来そうなことが出来

ないのが大学の附属図書館じゃないかと思うので

す(笑)。ですから，,例えば愛媛方式なりを考え出

して，それを実施しようとしても根底にある先生

方の意識が変らない限り実行不可能じゃないで

しょうか。この問題は，研究費の分け方にも大い

に関係のあることに思えるのです。どこの国立大

学でも同じだと思いますが，まず全学的な管理に

要する事務的な共通経費をひいて学部に配分す

る。学部では電気代や水道代，管理事務費などの

共通経費をひいて，残りを講座に配分して，研究

教育の共通経費にあてる。教官はこの中で調査研

究のための資料･類を購入してゆくというパターン

ができています。そして，この場合研究分野が多

様化していくにつれて配分の単位も細分化され

ー､
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て，多くの場合教官１人当りいくらという分け方

をとっている学部も多いと思います。この中で当

該教官の考え方で資料購入にいくらあてるかを決

めているのが実情で,同じ研究系統の学科でさえ，

目標をたててうまく効率よく運営するということ

になっていない。だから，重複ということはどう

しても出てくる。図書資料を，全学的に効率的に

運営しようとするならば，この実情を踏まえて目

標設定のための検討･の場が必要だと思います。本

学には，図書館委員会がありますので，そこがそ

の任務に当ればよいと思います。現在の図書館委

員会は図書館に配分された予算，例えば学生用図

書費を学部ごとにどう割り当てるかというような

事務的な検討の場となっているのではないかと思

います。この委員会が，さきほど言いましたよう

な本来の検討機関になれば目標設定にあたって全

学の教官の合意が得られ易いと思います。やはり

先生方の意識を改革してもらって，研究用の図書

館の機能を上げて行くためには，文系・理系それ

ぞれの研究費の何パーセントかは図書などの資料

費に当て，その購入費の何パーセントかは図書館

に割り当て，図書館の方で全体の蔵書構成や学界

の動向を力､らふあわせて検討しながら，図書館自

体で図書を購入して行くというシステムを作らな

い限り図書館の体質改善はむつかしいのではない

かと思います。

館長実は，いま事務局長がいわれたような方向

を図書館の方でも，それとはなしに考えていたの

ですが……。

事務局長それをやるには，図書館と先生方との

信頼関係の問題があると思うのです。先生方はそ

れぞれの分野の専門家として，お互いに人格を尊

重しあっておられますが図書館職員の専門性を認

めていないと思えるのです。館長は全学の教官の

中から選ばれる訳で図書館でただ１人の教官で

す。職員の中には相当数の専門職もいるのです

が，総括して事務職ですから教官の頭の中には彼

等は事務屋だという考え方があることはいなめな

い実態だと思います。こういう考え方を改めるの

には教官である図書館員を配置する必要があるの

じやないかと思います。方法は，図書館の専門職

系の中から教官に採用する道もあるだろうし，先

生方の中で学術情報システムの開発に関心のある

方や図書館学を専攻したいという人を配置する方

法もあると思います。図書館に専任の教官を配置

するためには正式に予算要求をして実現をはかる

ということになりますが，現実の問題としては容

易に実現しないと思いますので，さしあたりいま

の大学の中でそういうことが出来ないかというこ

とを考えて承る必要があります。出来ないことは

ないと私は思っています。けれども，なぜ，具体

的な提案ができないのかという悩承を持ちつづけ

て来たのですが，それは学問での図書館の位置づ

けが明確でないためいたずらに混乱をひき起しか

ねないと懸念されたからです。たとえば，各学部

から１名づつでもよいし，関心のある先生でもよ

いから，図書館に勤めてもらったらよいと思いま

す。かたちは併任でもよいし，人事事務上問題が

あるなら机を持ってもらうだけでもよいと思いま

す。経費と人との両方を合せて考えないと，いま

のような問題の解決にはならないと思います。

これから図書館がどうあるべきかの問題を検討す

るような場として，教官自身が図書館について関

心を深め討議するような機関にして行かねばいけ

ないと私たちも考えないではなかったので，今後

検討してふたいと思います。もう一つの，教官で

図書館に勤める専門員の制度というのも，とても

いい話で，そういう人が来れば図書館も充実する

し，図書館の職員の地位の向上や，役割について

の全学的な理解のしかたの改善ができるし，非常

にいい提案をいただきまして，ありがとうござい

ました。そういう点，今後考えて行きます。

事務局長事務的な処理は責任ある館長とそれを

支える専門職員を含めた事務の専門家に任せると

いうことがなければ現状以上の進展は期待できな

いと思います。おおげさに言えば発想の転換，意

識の改革が必要ということになりましょうか。

館長いまの局長の言われた，教官の意識の改革

ということについて，学長はどう思われますか。

学長雑誌類が分散していると言われるのです

館長いま局長から率直かつ具

体的な御提案をいただき，あり

がたいと同時に考えさせられた

訳です。一つは，予算の配分だ

けをやっているような形式的な

図書館委員会ではなく，もっと，

・
再
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が，私の若いころのことを考えてふますと，研究

者というのは，分からないことを調べるために雑

誌を見たり調べたりするよりもちょっと暇が出来

てリラックスしたときに，図書室へ入って並んで

いる新しい雑誌をバラバラあけて読むと，いま自

分がちょうど考えていることに関連があったりす

ると非常に刺激されて，何もかも忘れて部屋に持

ち帰って読むということが多いのですね。図書は

図書館へ行って読むようにしても良いですが，雑

誌は暇が出来たときにバラバラあけて読むという

ことが多いのです。図書と雑誌とは性質のちがい

があると思います。外国雑誌が高くなったり緊縮

の時節柄なりで，大学で各学部共通の雑誌は一つ

だけ購入しようじゃないかという話が出て，愛大

でも実施しているのですが，でもそうなると利用

効率は非常に悪くなりますね。それと，題目だけ

サービスしてもらっても，梗概のようなものがな

ければ意味がないですね。

事務局長管理面からこの件についてなかなか提

案できなかったのは，教官はやはり資料を手もと

に置いておきたいという気持が強いであろうとい

う見方からなんです。どこら辺で妥協点を見つけ

るのかということじゃないのでしょうか。

学長１年もたてば雑誌も，どんどん図書館で製

本してもらって置いていただいた方が便利なので

すよ。ただ新しい雑誌を図書館へ行って見るとい

うのは抵抗がありますね。

館長いまは図書館のほかに学部に図書室があ

り，学科に図書室があり，個人の研究室に本があ

るという状態です。雑誌にしる図書にしる個々の

先生方の研究室に多く分散しているということは

図書館の側から言いますと，情報のネットワーク

を作るのに困難であり，非常に不経済だと思える

のです。今だったら，ある本が読承たくなっても

個々の先生方のところに分散しているので，先生

方のところへ借りに行かねばいけないという状態

です。せめて学科単位ぐらいのところでまとめれ

ば，図書館と学科とでネットを作って，もっと資

料のスムーズな流通も可能になるのじやないかと

思います。

学長同感ですね。学部単位の図書室が一番いい

のですが，各教官の部屋に分散している図書をせ

めて学科単位ぐらいにまとめたいという気持ちは

あります。

館長分散と集中という問題は，分散か集中かと

いう問題ではなく，分散と集中とをうまく組承合

わせて流通システムを通りのいいものにするとい

うことなんですね。そうなれば，研究用の図書館

としての機能も高まり，情報センターとしての図

書館の位置も明確になり，このことが，ひいては

中央図書館の役割りを浮上させるということにな

るのですけれど。

学長コピーが発達して来ましたから，必ずしも

手もとにすべての資料を持たねばいけない時代で

もなくなりましたしね。

○大学図書館の機械化について

館長話をすすめまして，全国的レベルでは，か

なり進んで来ている図書館の機械化と合理化とい

う問題があります。当館の場合もう少し他の大学

の様子を見てからやろうということで，内部では

検討はしているのですが，たまたま工学部の方か

ら情報処理センターということで大型の電算機を

導入するので図書館も乗らないかという話が出

て，この機械化の問題も顕在化して来ています。

もう一つは，情報検索の問題です。情報センター

構想が出まして，どんどん具体化しそうなのです

けれど，どうなるのだろうかという見当のつかな

い状態です。事務局長の立場から見通しなどお話

し願えればと思うのですが。

事務局長いま中・四国の学長会議でその問題が

取りあげられているようですから，学長からお話

しいただいた方がよろしいのでは。

学長御存知のように，給与の支払いなどの事務

系統の計算は四国地区では徳島大学がセンターと

なっていまして，学術的なセンターは広島大学に

置きたいようなことで，広島大学が委員長のよう

な恰好で中・四国の学長会議で検討を進めていま

すが，まだあまり会合も開いていない状態です。

いま，中・四国の大学の研究用の電算機のオンラ

インの系列が九州大学・京都大学・大阪大学とい

うように分かれている訳です。これは不便なんで

すね。まず，中・四国にひとつのセンターを置い

て，中・四国の情報系列を改めることが先じゃな

いかと話をしています。

事務局長愛媛大学の場合は，文部省の系統では

大阪大学となっているのですが，実際は九州大学

にオンラインしているなど妙なことになっていま

す。図書関係の電算機利用は，中・四国地区では

広島大学が一番進んでいるので，広島大学をセン

ターにして，検索するのが良いのじゃないかと思

います。本学もより大型の計算機に更新する時期

'総iii，
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に来て，大型の計算機が欲しいから図書館も乗ら

ないかという話とは別個に処理しないといけない

問題だと思います。図書館には図書館専用の，そ

れ相応のキャパシティを持ったシステムを作るべ

きじゃないかという気がします。学長会議である

程度の骨格が出来れば経費の分担とか予算化につ

いて，事務局長会議と連携を取ってもらいたいと

思います。それらの問題はそろそろ放っておけな

い事態になっていますので，案外早く進むのじゃ

ないかと思います。

館長早く具体化するのじやないかという見方

と，そう簡単にはいかないだろうとの両方の意見

があります。財政危機がかなり続く中で，この問

題は進んで行きますでしょうか。

事務局長全体のことはわかりませんけれど，予

算の内容を見ましても，承んな縮めて行くという

のじやなくて，やはり必要な部分は伸して，昔な

がらのことをやっている箇所は切っていったらど

うなのかというのが今後の行き方じゃないでしょ

うか。

館長全体のなかで，かなり重視はされているの

ですか。我々が想像している以上に，案外早い機

会に体制が出来ますかね。

事務局長基本的な考え方とその方法が決まれ

ば，そういうことになろうと思います。

館長教官の皆さんは，まだ先のことだと思われ

ているようです。医学部の先生方のように自然科

学系の先生方は，かなり日常的に機械化に'慣れて

いる訳ですが，人文・社会科学系の先生方は，む

かしながらの情報の集め方を踏襲されていて，電

算機で情報を収集することなどは，かなり遠い先

のことじゃないかと感じられていると思うので

す。図書館としましても，電算化の全国レベルで

の情報を知らせるようにして，認識を深めていた

だくよう努力をして行きたいと思います。

○大学図書館と地域社会について

館長地方大学は特に、地域の時代蝋ということ

で，地域のためになんらかの役割りをもっと積極

的に果さなければいけないのじゃないかと思われ

ます。その一環として，図書館もなんらかのお役

に立てるのじやないかと思い，いろいろと考えて

います。これは，ただ地域に奉仕するということ

じゃなくて，むしろ相互に協力しあって行くとい

う方がプラスになるのじゃないかと思います。こ

ちらも地域に協力するし，地域からも協力しても

(5)

らうという方が，長い目でゑた場合，図書館の発

展にもなるし大学の発展にもなると考え，相互協

力という観点から，図書館の内部では検討を進め

ています。図書館の地域への開放などというと，

すぐに市民に閲覧を許可して，門戸を開放するよ

うに考えやすいのだけれど，そういうことを国立

大学が実施するのは難かい､のです。にもかかわ

らず，せっかく存在する図書館を利用していただ

くには，どうすれば良いかを考えている訳です。

こうやったらどうだろうか，こんな方法はどうだ

ろうか，何かお考えになっていることはございま

せんかｏ

学長私もあまりはっきりしないのですけれど，

いま，隣の松山商科大学図書館が市民への開放を

行っていますね，どうなのですか。

館長あまり利用者はいないとも聞いています。

局長はどう思われますか。

事務局長図書館の場合は難かしいですね。国立

大学の場合，国立の施設だから一般公開してもい

いのじゃないかという気もしますが，やはり国の

財産ですから無償という訳には行かないと思いま

す。どういう型で利用の幅を設定するのかが問題

だと思うのですけれど，全国的にはまだそこまで

行っていないようです。ただ図書館を地域に開く

というのではなく，大学と地域という問題の一環

として考えるべきことじゃないか，という気がし

ています。大学開放の一環として図書館の持って

いる資料の開放を考えているようなところもある

ようです。例えば，岡山大学附属図書館の池田家

文庫です。私もこのあいだ機会あって見せてもら

いましたけれど，郷土史資料などたいしたもので

した。それらの所蔵資料をデパートなどで公開し

たことがあると聞きました。大変よいことだと思

いますけれど，本学にはそういう資料もあまりあ

りませんので，現在の制度の中で少しづつ開放を

考えて行くということじゃないですか。まず卒業

生を対象に館長の許可する特別閲覧の制度を利用

して，特別閲覧券をどんどん出して行くという方

法が考えられるのじやないですか。その場合も，

当館だけで推進しようとすると大変なので，関係

の諸機関，教育委員会の関係各課，あるいは県立

図書館・美術館・歴史民俗資料館などにも協力を

してもらうようにすると良いですね。そして，そ

ういう諸機関と，年に１～２回の連絡の機会を持

つようにして，開放と協力とを検討するようにす

れば良いのではないでしょうか。



(6)

館長いま，池田家文庫の話が出ましたが，そう

いう特殊コレクションを持つことが図書館の格を

あげるような気がします。当館も何か特殊性を持

たせたいと私達は考えています。いまやっている

ことがそれになるかどうか分からないのですが，

地域研究のための情報を集めている訳です。愛媛

大学附属図書館へ行けば，地域の研究のための資

料があるということになるように，全国的な地域

研究の資料も集められればと思っています。

ちょうど，愛媛大学の場合，地域社会総合研究

所（地域総研）があります。いま図書館の建物は

法文学部の研究室などと併合施設ですが，法文学

部の建物が出来ると図書館が４階まで全部使える

ようになります。そうなれば，地域総研と提携し

て，地域研究のためのデータを集めて地域’情報セ

ンターのようなものを一室設けて，当館の新しい

イメージを作ったらどうだろうかな，と思う訳で

す。地域総研という長い歴史のある機関があるの

だから，地域総研と図書館とを結びつけて，地域

研究のための資料を集めたらどうだろうかと思い

ます。いま，県庁とは連絡をつけて，県庁の刊行

物を過去にわたって網羅的に寄贈いただくことに

なっています。

学長そういうのも一つの方法ですね。何も一地

方だけではなく，日本じゅうの県庁から毎年出て

いる資料をなんとか手に入れると非常にいいです

ね。何も古いものからではなく，新しくても，公

害とか地域開発とかの資料を集めると役に立ちま

す。そういった県庁資料が一括して集っているの

は，国立国会図書館ぐらいのものですから。

館長全国の研究者の地域研究の業績をどんどん

集めて行くというのもいいですね。地域資料を網

羅的に集める図書館と結びつくことによって，地

域総研の方も根拠地が出来るという感じもします

が○

学長そのような話なら，社会や地理の先生なん

か賛成するでしょうね。全国的に集めたら，相当

に利用されるでしょうね。

館長いろいろと考えることはたくさんあるので

すけれども，いざ実行するとなると，それぞれ難

かい､ですが，ひとつひとつやって行きたいと思

います。

○図書館職員の人材育成について

事務局長それから，もう一つ言わせてもらえば

と思うのです。世の中はどんどん進んでいるので

すけれど，図書館はあまり変わっていないとも言

われています。図書館は変わらない方がいいとい

う意見もありますが，今までのお話なんかを聞い

ていますと，なんとか改革して行かねばならない

問題がいくつもあります。いま，館内でそれぞれ

に関心を持つ人が，新しい問題と取りくんでいる

訳ですけれど，それにしても閉鎖的になってしま

うという傾向があると思うのです。ですから，こ

れも考えながら提案できなかったことなのです

が，当館の若い人に他の大学の図書館へ行って仕

事をして研修をして来てもらうのはどうだろうか

と考える訳です。私は，先ほど先生の意識改革な

んてことを言いましたけれど，図書館自体の意識

の改革も問題ですね。今回図書館に部課制が敷か

れたということは，そういう点でも意義があるの

ではないかと思います０２年間なりでも他館の館

員と交替して他館で仕事をするという人事交流で

す。それが難かしければ，長期研修という手もあ

ります。端的に例をとれば，高知県出身の人が当

館に在職しているなら，２年間ほど高知大学の人

と交替して，高知大学の図書館へ行って仕事をす

るという交流もあります。せまい人事交流でも，

ひろい人事交流でも良いから，窮屈に考えるの

じやなくてこういう交流なら，相当の館からも来

てくれるし行けるのじやないかと思えますが。そ

れから，機械化をするにしても，機械化によって

人が浮くという考えは逆なので，機械化する段階

には２倍とは言わないまでも，いま以上の人数は

いることになりますｏ実際にどのようにして機械

化を進めるかとなると，経費と人員の問題があ

り，大学の中に図書館をどのように位置づけるか

を解決しなければいけないと思います。人員の点

など，学部から１名づつ出してもらうと，まった

くさしあたりの問題は解決される訳です。もっと

前に言えば良かったのですけれど,部課制が出来，

組織も大きくなりました時点で，学部に働きかけ

て，よく話し合っていただきたいと思います。

学長学部によって，事務職員が多いところと少

ないところとがありますからね。

館長事務局長から結論じゑたことを，おっしゃ

っていただきました。実は，図書館自体がしっか

りしなければいけないというのが本当の出発点な

のですｏいくらなんだかんだと言っても，図書館

の基礎がちゃんとして，職員がしっかりしていな

いといけないと思います。その点，今後の我々の

重大な課題だとうけとめて行きたいと思います。

、

'諏翰｝



Z。

へ．３％

アンケート調査票集計結果

去る４月18日，本学附属図書館（本館，医学部分館，農学部分館）の今後の運営の参考にさせていた

だくため，助手以上の研究者を対象とした図書館利用に関するアンケート調査を実施しましたところ，
多数の先生方の御協力をいただきました。ここにお礼を申し上げますとともに集計結果（質問事項及び
その回収率等）をとりあえず御報告致します。

なお，このアンケートによって御指摘いただいたことがら等についての図書館の見解，対応の詳細に
ついては次号で御報告する予定です。

質問１．図書を注文されてから，それがお手元にとどくまで時間がかかりすぎるという意見がありますが、
どう思われますか

§imiI，
(本館） (医学部分館） (農学部分館）

イ．よく利用している

ロ.時々利用する

ハ．あまり利用しない

二.無回答瞬

イ．そう思う

ロ．そうは思わない

ハ．どうともいえない

二.無回答

質問２．図書館に直接足を運び，
（本

利用されていますか

館）（医 学 部 分 館 ） (農学部分館）

へ．１％
へ．２％

(7)

Zｊ

％

質問３．図書館にこられて，よく利用されているのは何でしょうか

（本館）（医学 部 分 館 ） (農学部分館）
一般教養書

研究用専門図書

参考図書

学術雑誌

一般教養雑誌

新聞

文献複写

文献所在調査

無回答

●
●
。
●
●
●
●
●
●

イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
‐
チ
リ

０



(農学部分館）

一●

図書館をあまり利用されていない方にお聞きしますが，その主な理由は次のうちどれですか

（本館） （医学部分館）（農学部分館）

質問４．

イ．研究室および学

科の図書室の資料

で足りる

ロ．現在の図書館で

は満足する‘情報が

得られない

ハ．個人のネットワ

ークでほとんどの

情報が得られる

二・その他

質問５．学生用図福

賛成する

賛成しない

よくわからない

方法による及び

無回答

二．３％

●
●
●

ノ
《
和
‐
ロ
ハ

(8)

ハ.14％

イ.55％

ロ.28％

学生用図書を選択する際どのような図書を中心に選びますか

（本館）（医学部分館）

、

●
●

ノ
ハ
和
‐
ロ
ハ

質問７．学内に分散している学術雑誌を図書館に集中すれば，共同利用，重複雑誌の淘汰に役立ち，研

究費の節減等のメリットがあるといわれていますが，この方式を採用することについてどう思

われますか（医学部分館）（本館）（農学部分館）

イ．授業に関連して選んでいる

ロ．授業との関連にはあまりこ

だわらずに選んでいる

研究用専門書

学習用専門書

一般教養害

無回答一●

質問６．教養部の先生にお聞きしますが，指定図書を選択する際，どのようにされていますか

、



(医学部分館）

％

質問８．公衆回線(電話)を用いたオンライン方式により，研究室に必要な学術情報を即時に検索できる

端末機を図書館に設置してサービスの向上をはかることについてどのように思われますか

(本館） （医学部分館）

ハ.８％

(農学部分館）

回収率

二.２％

ワワリ

３％ロ

●
●
●

ノ
ハ
『
，
ロ
ハ

賛成するロ．

賛成しない

どうともいえ

ない

無回答

％３ ロ

ハ.18％

イ.77％ イ.89％
一●

解 質問９．開かれた大学として，図書館７

う思われますか（本館）
図書館でも地域社会に対するサービスを検討中ですが，これについてど

(農学部分館）

(農学部分館）

(9)

(本館）

鱗 轍

●
●
●

イ
‐
ロ
ハ

賛成する

賛成しない

どうともいえ

ない

無回答一●

質問10．図書館職員の応対ぶりについてどう思われますか

●
●
●

イ
，
ロ
ハ

(医学部分館）

イ．80％

一●

ホ．

％

よい

よくない

どうともいえ

ない

よくわからない

無回答
ロ．０

、、〃

字 部 回収率
､、〃

字 部 回収率

保健管丑1センター ５０％ 工
、、〃

字 部 ４７％

法文学部 ５８％ 農
、、〃

字 部 ８８％

教 育
、、夕

字 部 ３８％ 教養部 ３９％

理
、、Ｐ

字 部 ７２％

医
、、〃

字 部 ５５％ 平均 ５６％



側

地域資料の収集について

図書館では，地域研究に対する資料的援助を積

極的に進める目的から，県下の自治体及び公共の

機関が刊行している地域資料を調査し，収集をし

ておりますが，このほど県下各市町村の格別のご

厚意により，下記のとおり関係資料をご寄贈いた

だきました。（他に市町村勢要覧・地方文化財・

振興計画・統計関係等多数のご寄贈がありました

が，今回の掲載は市町村誌のふといたしました｡）

同資料は図書館１階開架室・参考図書コーナー

の一角に備え付けましたので，精々ご利用下さ

いｏ

なお，今後も引き続き同資料充実のため，有益

な資料及び情報をご提供下さいますようお願い申

し上げます。（閲覧課参考調査係）

資料名（順序は東予・中予・南予の順）

川之江市史川之江市昭3５

伊予三島市の歴史と伝説伊予三島市昭５１

郷土史年表伊予三島市100年のあゆぷ

伊予三島市昭４８

別子山村史別子村和５６

別子鉱山鉄道略史別子銅山記念館昭５３

新居浜市史新居浜市昭５５

西条市誌西条市昭４１

西条市誌編纂除録久門範政昭４７

庄内村誌庄内公民館昭３１

周布村誌周布公民館昭５３

田野村誌丹原町田野支所昭３２

今治の歴史散歩今治市昭５６

愛媛県上浦町誌上浦町昭４９

伯方島誌伯方町立北浦小学校昭4２

伊予岩城島の歴史岩城村昭4う

続伊予岩城島の歴史岩城村昭４６

弓削町史考弓削町昭４９

郷士誌（写）…宮窪町昭５５

なゑかた誌波方町昭４３

大西町誌大西町昭５２

菊間町誌菊間町昭５４

北条市誌北条市昭５６

松山市誌松山市昭3７

松山市史料集第一巻松山市昭５５

松山城増補版松山市昭５４

道後温泉松山市昭４９

松山市戦災復興誌松山市昭４４

川内町誌川内町昭３６

続川内町誌川内町昭４３

中島町誌中島町昭４３

中島町誌料集中島町昭５０

松前町誌松前町昭５４

砥部町誌砥部町昭５３

双海町誌双海町昭4６

久万町誌久万町昭4３

久万町誌資料集久万町昭４４

面河村誌面河村昭５５

美川村二十年誌美川村昭５０

大洲市誌大洲市誌編墓会昭卿

長浜町誌長浜町昭５０

五十崎町誌五十崎町昭４６

肱川町誌肱川公民館昭５２

河辺村誌河辺村公民館昭5３

八幡浜市誌八幡浜市誌編纂会昭5O

保内町誌保内町昭４８

伊方町誌伊方町昭４３

三瓶郷士史第一編三瓶町昭４０

三瓶郷士史第二編三瓶町昭４２

明浜町史年表明浜町昭5O

明浜町史年表補遺編明浜町昭５０

宇和町誌宇和町昭５１

中筋郷士誌野村町昭５４

貝吹村誌野村町昭３９

宇和島市誌宇和島市昭４９

吉 田 町 誌 上 巻 吉 田 町 昭 ４ ６

吉田町誌下巻吉田町昭５１

吉田藩維新史年表楠本長一昭４９

三間町誌三間町昭３９

松野町誌松野町昭４９

日吉村誌日吉村昭４３

津島町誌津島町．昭５０

内海村史上巻内海村昭２８

内海村史下巻内海村昭２８

南宇和史と民俗本田南城昭5O

一本松町史一本松町昭5４

、

諭
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｢あり方研」報告

昨年，附属図書館内において「大学附属図書館

のあり方を研究する会」（略称「あり方研｣）が発

足しましたことは，これまでの「図書館だより」

で御存知かと存じます。簡単に報告させていただ

きます。最初に「地域社会における大学附属図書

館」を研究テーマに選び，昨年の７月23日の第１

回目の集りから同年９月４日まで６回にわたって

地域資料の収集，地域との相互協力，地域への協

力と附属図書館独自の仕事との両立について等，

議論を重ねました。そののち，「あり方研」での議

論を発展させて，これまで同じ地域にありながら

交流の少なかった県立図書館や教育委員会とも話

し合いの機会を持ち，資料収集機関としての図書

館機能を，地域社会全体として充実させつつあり

ます。本年も，地域社会との問題の承ならず，大

学附属図書館のあり方を全面的に検討して行く機

関として「あり方研_|を発展させて行きたいと考

えています。報告と同時に全学の御支援をお願い

いたします。

新着参考図書リスI、

WorldguidetoLibraries、５ｔｈｅｄ．Ｋ、Ｇ・Saur

Verlag，1980．

出版関係文献要覧明治１８年一昭和19年上巻

論文編禰吉光長(等)編日外アソシエーツ

１９８１

Booksondemand，Vol、１－３．ＵＭＩ、1980．

国防・軍事に関する２７年間の雑誌文献目録

昭和23年一昭和49年日外アソシエーツ１９８１

参考図書所在目録一和文編一

日本私立大学協会１９６８

Worldguidetoabbreviationsoforganiza‐

tions、６ｔｈｅ｡、LeonardHill，1981．

日本史文献年鑑１９８１柏書房１９８１

古文書用字用語大辞典柏書房１９８０

日本地名語源事典吉田茂樹著

新人物往来社１９８１

日本地名索引上・下金井弘夫編

アポック社１９８１

⑪

地名関係文献解題事典鏡味明克(等)編著

同朋舎１９８１

地域問題事典学陽書房１９８０

Black，slawdictionary・WestPUb，1979．

ドイツ法律用語辞典山田展編大学害林１９８１

法学文献総目録１巻(1916)－３巻(1944）

日本評論社1979-80

日本経済事典日本経済新聞社１９８１

Bibliographyoftheclassicaleconomics，

Vol､1-5,byKeitaroAmano､巌南堂書店１９８０

統計情報総索引昭和56年版総理府統計局１９８１

日本歳事辞典まつりと行事儀礼文化研究所編

大学教育社１９８１

民間信仰辞典桜井徳太郎編東京堂１９８０

岩波理化学辞典第３版増補版岩波書店１９８１

化学辞典志田正二(等)編森北出版１９８１

地学事典増補改訂版平凡社１９８１

日本産魚名大辞典日本魚類学会編

三省堂１９８１

鳥類原色大図説新版第１巻一第３巻

黒田長鰐著講談社１９８０

新図解医学英語辞典奥田邦雄高原満男著

メジカルビュー社１９８１

和・英・独・ラ対照カルテ用語金芳堂１９８１

French-EnglishandEnglish-Frenchdictionary

oftechnicaltermsandphrases，Vol、１－２，

ｂｙＪ．Ｏ・Kettridge・Routledge＆Kegan
Paul，1980．

電子電気図・記号便覧片岡徳昌編著

開発社１９８０

新水産ハンドブック川島利兵衛(等)編
講談社１９８１

類語新辞典大野晋浜西正人著

角川書店１９８１

研究社新英和大辞典第５版研究社１９８０

米英俗語辞典ドナルド・キーン藤井章雄編
朝日出版社１９８１

和露辞典佐藤勇著講談社１９８１

Articlesontwentiethcenturyliterature；

anannotatedbibliography，１９５４ｔｏｌ９７０，
Vol、１－７，ｂｙＤａｖｉｄＥ・Pownall・Ｋｒaus‐

ThomsonOrganization，1973-80．

フランス文学研究文献要覧1945-1978(戦後編）

１－４巻杉捷夫(等)編日外アソシエーツ１９８１



農学部分館
図書係

目録係

をしておりますから，ご希望の方は早目にお申し

出下さい。
昭和56年度入学生に対する図書館

利用指導の報告

図書館では本年度の入学生に対し，下記の要領

で実施し，前年度以上の出席者がありました。

実施期日：昭和56年４月９日（木）

利用指導の内容：

ａ図書館利用案内（スライド映写）

ｂ図書館見学

学部別時間割と出席者

○視聴覚室の新設について

このたび，附属図書館４階北側に，面積155㎡

座席数約80席の視聴覚室ができました。

備えている機器は次のとおりです。

１６ミリ映写機１台（エルモ16-ＣＬ）

スライド映写機１台（エルモAS3000A）

ステレオ装置一式

ビデオ装置一式（ＶＨＳ）

オーバーヘッドプロジェクター一式

ご利用になる方は，使用の１週間前までに，附

属図書館整理課総務係へお申し出ください。

風

学部Ｉ実施時間｜対 象 者 ｜ 出 席 者 ｜ 出 席 率

、

医学部分館
整理係

整理課

愛媛大学附属図書館報「図書館だより」

第１２号昭和56年７月１日発行

発行愛媛大学附属図書館

松山市文京町３番
TelO899-24-7111

9:３０～10:３０

○他大学図書館等の利用について

夏季休業中郷里の大学図書館の利用を希望され

る方，または調査研究のため，他の図書館を利用

したい方のために,図書館相互利用の方法により，

希望する図書館で所蔵している図書資料を閲覧．

借受．または文献のコピーの提供を受けることが

出来ます。

その場合，学生証（身分証明書）と本学図書館

長の紹介状が必要です。

紹介状の交付手続きは，参考調査係で取り扱い

峠
一
錘
一
鱗

ｒ
卜
Ｌ

｜
蝿

法文学部 289人 230人9:００～10:００ 79.5％

○夏季休業中の長期貸出について

昭和56年度夏季休業中における長期貸出を下記

のとおり行います。

ｏ貸出手続期間５６年７月１日～７月10日

。貸出冊数開架図書５冊，指定図書３冊，

書庫内図書５冊以内

・返却期限日５６年９月１２日まで 館長Ｈ事務部長'一

総務係

i･'鵬…’…‘‘､彰'‘…'‘令''~''‘~''…''､

;お知らせ：；
L『０．.′，′-,0.-,00音‘'･‘'0毛00-0,‘Q‘jO-8o-jj宅jB-j'電"§

1,63211,246176.3

68.08１119１８:００～１９:００
法文学部夜
間主コース

計

教育学部

受入係

368 327 88.8

45.27７170１１:００～１２:００

⑫

75.7300396１０:３０～１１:３０

卜

理学部
医学部

工学部

農学部

１０:００～１１:００ 290 231 79.6

○図書館の機構改革について

昭和56年４月１日から附属図書館は部課制とな

り，事務部長に小河清（附属図書館事務長）整

理課長に山本晴康（経理部主計課長補佐）閲覧課

長に平川友視(九州大学附属図書館整理課長補佐）

が就任しました。

附属図書館の機構図
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